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北都(新潟市)の取組み

　
特
殊
加
工
印
刷
と
パ
ッ
ケ
ー
ジ
・
厚
物
印
刷
を
主

力
と
す
る
北
都
（
新
潟
市
江
南
区
）
は
昨
年
７
月
、

県
内
有
数
の
大
手
印
刷
会
社
で
あ
る
島
津
印
刷
（
島

津
延
明
社
長
、
本
社
・
新
潟
県
新
発
田
串
）
の
グ
ル

ー
プ
傘
下
と
な
り
、
企
画
・
デ
ザ
イ
ン
カ
、
Ａ
判
刷

り
印
刷
の
強
化
な
ど
で
、
グ
ル
ー
プ
全
体
の
総
合
力

を
大
き
く
向
上
さ
せ
た
。
ま
た
、
北
都
で
は
今
年
―

月
、
水
な
し
印
刷
を
導
入
し
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
成

功
、
こ
の
３
月
に
は
記
録
的
な
ジ
ョ
ブ
数
を
こ
な
す

な
ど
、
品
質
・
生
産
性
の
両
面
で
大
き
な
効
果
を
上

げ
て
い
る
。

　
北
都
の
親
会
社
で
あ
る
島
し
て
い
る
。

津
印
刷
に
は
、
グ
ル
ー
プ
傘
　
県
内
有
数
の
売
上
げ
を
流

下
に
高
速
・
大
量
オ
フ
輪
印
　
っ
て
い
た
ア
ス
テ
ー
ジ
の
前

刷
の
ア
ス
テ
ー
ジ
（
新
潟
串
身
・
旧
三
幸
堂
が
民
事
再
生

東
区
）
、
小
ロ
ッ
ト
印
刷
の
法
適
用
を
申
請
し
た
の
が
２

朝
日
印
刷
（
山
形
県
鶴
岡
Ｏ
Ｉ
１
年
８
月
。
そ
の
後
、

市
）
、
広
告
代
理
店
の
タ
ク
島
津
印
刷
が
再
建
支
援
に
乗

ト
（
新
潟
市
江
南
区
）
が
あ
り
だ
し
、
翌
年
５
月
に
１
０

り
、
各
社
の
得
意
分
野
を
活
Ｏ
％
子
会
社
と
な
っ
た
。

か
し
た
新
規
分
野
へ
の
進
出
　
　
一
方
、
北
都
は
旧
三
幸
堂

な
ど
、
活
発
な
事
業
を
展
開
と
の
出
資
に
よ
り
、
Ａ
輪
と

島津社長（中央）と島津印刷の木川取締役
工場長（右）、北都の鈴木製造本部長

中
綴
じ
製
本
を
主
力
と
す
る
　
現
在
、
北
都
の
社
長
も
兼

関
連
会
社
を
設
立
し
て
い
た
任
す
る
島
津
社
長
は
「
ア
ス

が
、
三
幸
堂
の
民
事
再
生
以
テ
ー
ジ
の
立
て
直
し
と
い
う

降
そ
の
経
営
が
思
わ
し
く
な
大
き
な
仕
事
を
抱
え
て
い
た

く
、
北
都
の
メ
イ
ン
バ
ン
ク
が
、
北
都
は
技
術
力
も
営
業

か
ら
島
津
印
刷
に
再
建
支
援
力
・
企
画
力
も
あ
り
、
地
域

へ
の
協
力
が
打
診
さ
れ
て
い
経
済
活
性
化
支
援
機
構
の
支

だ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
援
の
も
と
、
し
っ
か
り
し
た

デ
ュ
ー
デ
ィ
リ
ジ
ェ
ン
ス
※
ず
、
機
械
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

を
前
提
に
受
け
た
」
と
当
時
ス
が
１
０
０
％
活
か
せ
な
い

の
状
況
を
語
る
。
　
　
　
　
状
態
だ
っ
た
。

　
（
※
Ｆ
の
氏
コ
９
目
の
。
　
そ
こ
で
、
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

投
資
や
Ｍ
＆
Ａ
等
を
行
う
検
ン
を
目
的
と
し
た
水
な
し
印

討
段
階
で
、
事
前
に
投
資
対
刷
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と

象
の
財
政
状
況
や
法
務
の
り
に
な
り
、
旧
三
幸
堂
の
子
会

ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
状
況
な
社
か
ら
引
き
継
い
だ
Ｊ
Ｐ
４

ど
を
精
査
す
る
作
業
）
　
　
　
４
０
（
菊
全
４
／
４
色
両
面

　
機
構
に
よ
る
再
生
支
援
は
機
・
口
Ｉ
ル
フ
ィ
ー
ダ
４
付
）

新
潟
県
で
は
１
例
目
、
業
界

で
は
藤
庄
印
刷
（
山
形
）
に

続
き
２
例
目
と
な
る
が
、
今

回
の
再
生
支
援
に
よ
り
１
８

０
名
の
従
業
員
の
雇
用
が
守

ら
れ
、
地
元
経
済
へ
の
影
響

を
最
小
限
に
と
ど
め
る
こ
と

が
で
き
た
。

◆
グ
ル
ー
プ
の
価
値
向
上
を

念
頭
に
水
な
し
化

　
グ
ル
ー
プ
化
さ
れ
る
前
の

北
都
は
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に

も
十
分
な
費
用
を
か
け
ら
れ

品
質
・
生
産
性
と
も
に
向
上
認
印
鴇

水なし化された「Jprint440」

現像処理された水なし版

で
今
年
１
月
か
ら
準
備
を
開

始
、
２
月
に
は
本
格
稼
働
と

な
っ
た
。

　
実
は
島
津
印
刷
で
も
、
扇

商
品
を
作
る
機
械
で
あ
り
、
　
　
ま
た
、
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

こ
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
低
グ
会
社
の
タ
ケ
ミ
（
柴
崎
武

け
れ
ば
良
い
も
の
を
提
供
で
土
社
長
）
に
オ
ペ
レ
ー
タ
の

き
な
い
。
ま
た
、
両
面
機
で
教
育
、
機
械
の
手
入
れ
ま

片
面
し
か
刷
れ
な
か
っ
た
ら
で
、
懇
切
丁
寧
に
指
導
さ
れ

工
賃
ば
か
り
か
か
り
、
ど
ん
た
こ
と
も
成
功
に
つ
な
が
っ

ど
ん
租
利
を
食
っ
て
し
圭
た
。

う
。
そ
う
し
た
悪
循
環
か
ら
　
　
現
状
に
つ
い
て
鈴
木
本
部

早
く
抜
け
出
す
こ
と
が
先
決
長
は
「
水
な
し
印
刷
は
ニ
ツ

だ
っ
た
」
と
木
川
取
締
役
は

語
る
。

◆
ジ
ョ
ブ
数
、
通
し
枚
数
が

著
し
く
増
加

去
に
水
な
し
に
取
り
組
ん
だ
　
水
な
し
化
に
あ
た
っ
て

経
験
が
あ
り
、
そ
の
長
所
、
は
、
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
交
換

短
所
は
あ
る
程
度
、
把
握
し
し
、
口
上
フ
ー
、
亨
－
リ
ン

て
い
た
。
「
北
都
の
場
合
丿
空
グ
シ
ス
テ
ム
を
交
換
、
爪
の

調
・
湿
度
管
理
も
さ
れ
、
’
・
天
調
整
を
行
っ
た
上
で
、
色

プ
幅
を
測
り
、
常
に
印
刷
機

を
正
常
な
状
態
に
し
な
い
と

機
能
し
な
い
た
め
、
ご
ま
か

ト
ｙ
が
効
か
な
い
。
し
か

し
、
準
備
時
間
の
短
縮
や
ス

ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
な
ど
で
補
っ

て
余
り
あ
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
」
と
そ
の
効
果
を
語
る
。

　
さ
ら
に
、
ジ
ョ
ブ
の
立
上

が
り
の
旱
さ
や
安
定
性
か

井
が
高
く
熱
も
こ
ち
ら
な
い
数
、
紙
厚
、
上
質
紙
、
コ
ー
ら
、
オ
ペ
レ
ー
タ
が
色
味
や

工
場
環
境
だ
っ
た
の
刄
チ
ト
紙
、
マ
ッ
ト
紙
な
ど
す
べ
　
濃
度
管
理
な
ど
に
集
中
で
き

ャ
レ
ン
ジ
す
る
条
件
は
整
っ
　
て
を
検
証
し
た
。
　
　
　
　
　
る
こ
と
も
大
き
い
。

て
い
た
」
と
語
る
島
津
社
長
。
　
立
上
げ
後
の
状
況
に
つ
い
　
　
「
水
管
理
が
な
く
な
っ
た

　
グ
ル
ー
プ
全
体
の
工
場
を
て
北
都
の
鈴
木
続
（
お
さ
分
、
調
整
さ
え
し
っ
か
り
し

管
轄
す
る
島
津
印
刷
の
木
川
む
）
製
造
本
部
長
は
「
お
客
て
い
れ
ば
、
早
い
時
間
に
き

博
司
取
締
役
工
場
長
は
‘
ヽ
「
Ｊ
　
様
に
は
事
前
に
印
刷
方
式
の
　
ち
っ
と
し
た
色
が
で
る
。
長

Ｐ
４
４
０
は
、
か
な
り
修
繕
変
更
を
伝
え
た
が
、
一
切
開
年
、
水
あ
り
で
や
っ
て
い
た

費
を
か
け
て
も
５
年
待
つ
か
題
な
く
何
の
支
障
も
な
い
。
オ
ペ
レ
ー
タ
も
『
水
な
し
の

ど
う
か
だ
っ
た
。
し
か
し
、
逆
に
定
期
物
の
冊
子
は
網
点
方
が
い
い
で
す
ね
』
と
言
っ

水
な
し
に
す
れ
ば
消
耗
し
な
が
し
っ
か
り
し
た
」
と
説
明
て
い
る
が
、
そ
れ
は
本
音
だ

い
た
め
、
あ
と
1
0
年
は
待
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
と
思
う
」
と
本
部
長
が
語
る

つ
。
同
じ
費
用
を
か
け
る
な
　
水
な
し
の
具
体
的
効
果
と
よ
う
に
、
現
場
も
メ
リ
ッ
ト

ら
こ
の
際
、
環
境
に
配
慮
し
し
て
は
、
裏
付
き
、
コ
ス
レ
を
実
感
し
て
い
る
。

た
印
刷
が
可
能
に
な
る
水
な
　
の
解
消
、
立
上
が
り
の
早
さ
、
　
現
在
、
イ
ン
キ
の
パ
イ
ピ

し
に
切
り
替
え
た
方
が
、
ク
準
備
時
間
の
短
さ
、
フ
ァ
ン
ン
ク
供
給
へ
の
移
行
を
準
備

ル
ー
プ
と
し
て
も
価
値
が
あ
ナ
ウ
ト
で
見
当
精
度
が
悪
か
中
で
、
こ
れ
が
実
行
さ
れ
れ

る
と
判
断
し
た
」
と
水
な
し
　
っ
た
薄
紙
も
加
減
焼
き
が
不
は
さ
ら
に
負
担
が
軽
減
さ
れ

化
の
背
景
を
語
る
。
　
　
　
　
要
に
な
る
な
ど
さ
ま
ざ
ま
。
　
る
と
い
う
。

　
水
な
し
印
刷
は
、
ダ
ブ
ル
　
　
ー
方
、
こ
れ
だ
け
の
短
期
　
　
こ
の
３
月
に
は
同
社
と
し

デ
ッ
キ
タ
イ
プ
最
大
の
欠
点
間
で
水
な
し
化
に
成
功
し
た
て
は
記
録
的
な
ジ
ョ
ブ
数
を

と
言
わ
れ
る
フ
ァ
ン
ナ
ウ
ト
理
由
に
つ
い
て
木
川
取
締
役
こ
な
し
た
が
、
木
川
取
締
役

が
改
善
で
き
、
品
質
も
向
上
、
は
「
第
一
に
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
ジ
ョ
ブ
数
、
通
し
枚
数

立
上
が
り
も
旱
く
な
る
な
は
オ
ペ
レ
ー
タ
の
技
量
の
高
の
著
し
い
増
加
な
ど
水
な
し

ど
、
資
材
コ
ス
ト
が
若
干
上
さ
。
ま
た
、
過
去
２
回
、
切
印
刷
の
直
接
的
な
メ
リ
ッ
ト

が
っ
た
と
し
て
も
そ
れ
以
上
替
え
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
経
に
加
え
、
今
後
も
有
形
無
形

の
メ
リ
ッ
ト
が
得
ら
れ
る
。
験
が
あ
り
ノ
ウ
ハ
ウ
も
あ
っ
　
の
効
果
が
期
待
で
き
る
と
見

　
「
印
刷
機
は
わ
れ
わ
れ
の
た
」
と
分
析
す
る
。
　
　
　
　
て
い
る
。
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